
令和４年 ３月 ８日 

建 築 都 市 局 

 

北九州市地域公共交通計画（北九州市環境首都総合交通戦略）素案 

に対する市民意見募集の結果について 

 

 

   過度のマイカー利用から、地球環境にやさしい鉄道やバスなどの公共交通や

自転車への利用転換を図るとともに、多様な移動手段が確保され、かつ持続的

に利用することができる交通体系を実現するため、「北九州市地域公共交通計

画」の策定を進めている。 

   令和４年１月２０日の建設建築委員会への報告後、市民意見の募集（パブリ

ックコメント）を行ったため、その結果を報告するもの。 

 

１．意見募集期間 

    ・令和４年１月２６日（水）から令和４年２月２５日（金）まで 

      ※市役所本庁舎・各区役所・市民センターなど１５４箇所で閲覧、 

市ホームページ・市政だより・市公式ＳＮＳなどで周知を図った 

 

２．意見提出状況 

    ・意見提出者  １５名 

    ・提出意見数  ７１件 

    ・提出方法    電子申請   １１名 

             電子メール   ３名 

             郵送      １名 

 

３．意見の内訳 

    ・計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見    １件 

    ・計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見   ４６件 

    ・計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見  １６件 

    ・その他の意見                    ８件 

 

４．計画への反映状況 

    ・計画に掲載済み     １１件 

    ・計画の追加・修正あり   ３件 

    ・計画の追加・修正なし  ４９件 

    ・その他          ８件 

 

５．今後のスケジュール（予定） 

    ・令和４年３月上旬     市民意見募集の結果公表 

    ・令和４年３月中旬     計画策定・公表 
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北九州市地域公共交通計画（北九州市環境首都総合交通戦略）素案 

に対する市民意見募集の結果について 

 

１．意見募集期間 

    令和４年１月２６日（水）～ 令和４年２月２５日（金） 

 

２．意見提出状況 

（１）提出者数     １５名 

（２）意見総数     ７１件 

（３）提出方法   

 

 

３．意見の内訳 
 

項  目 件数 

（１）持続可能な公共交通ネットワークの強化・充実について １３件 

（２）公共交通の利便性の向上について １２件 
（３）公共交通の利用促進について １３件 

（４）誰もが使いやすい公共交通の実現について １０件 
（５）公共交通を支える道路環境の充実について ３件 
（６）全体的な内容について １２件 

（７）その他 ８件 
計 ７１件 

 

項  目 件数 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 １件 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 ４６件 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 １６件 
４ その他の意見 ８件 

計 ７１件 
 
 

４．計画への反映状況 
 

項  目 件数 

① 計画に掲載済 １１件 

② 計画の追加・修正あり ３件 

③ 計画の追加・修正なし ４９件 
④ その他 ８件 

計 ７１件 

 

資料１ 

電子申請 電子メール 郵送 

１１名 ３名 １名 
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北九州市地域公共交通計画（北九州市環境首都総合交通戦略）素案 

に対する市民意見と市の考え方 

 

 

【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 
 

（１）持続可能な公共交通ネットワークの強化・充実について【全１３件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

1 
BRT の門司線をはやく導入してほしい。 

門司駅方面から小倉駅バスセンターへ直

結してほしい。 
本市では、コンパクト・プラ

ス・ネットワーク型の都市構造を

目指し、主要な拠点間を結ぶ幹線

軸の公共交通サービスを強化する

ため、バス機能強化区間において

BRT の導入を進めております。 

今後も幹線における効率的な運

行を目指し、ニーズや地域の実情

に応じた公共交通ネットワークの

整備を推進してまいります。 

いただいたご意見については、

交通事業者とも共有し、今後の取

組みの参考にさせていただきま

す。 

2 ③ 

2 

P60「施策２:拠点間 BRT の推進」に関し

て全体で 10 台体制と書かれているが、連

節バスの増車の検討をお願いしたい。 

現状の台数だと不足していると感じる。 

2 ③ 

3 

恒見～小倉線の『連節バス』をやめる

か、減便し利用実態に合わせるべき。 

朝晩のラッシュ時に利用者は多いと感じ

るが、昼間は空気を運んでいるのではと感

じるほど客が少ない。 

昼間に旧電車通りの 1 番の『小倉～黒崎

線』に車両を回したり、車庫で寝かせてお

いた方がよいのではないか。 

我々の大切な税金が使われることに反対

はしないが、利用実態に合わせるべき。 

人が乗らないから赤字なので、是正する

べきなのではないだろうか。 

2 ③ 

4 

P51 のバス路線について、自宅から利用

したいと思っても、近くのバス停から下曽

根駅への路線がないため、なかなか利用で

きず、車の移動が主になっている。 

小倉までは何本もバスがあり便利である

ため、下曽根駅までのバスがあれば、是非

利用したい。駅に近いバス停は寺迫口のた

め徒歩では遠く、子ども連れには厳しい。 

将来、子どもが進学した時に、車での送

迎になるかと思うと大変である。自転車に

しても道路や歩道も狭く、街灯など薄暗い

雰囲気で、自転車専用道路も一部しかなく

危ないと感じている。是非、下曽根駅まで

の路線を強化、確保していただきたい。 

幹線の強化だけでなく、フィー

ダー路線の充実についても、ニー

ズや地域の実情に応じた公共交通

ネットワークの整備を推進してま

いります。 

いただいたご意見については、

交通事業者とも共有し、今後の取

組みの参考にさせていただきま

す。 

また、自転車が安全で快適に道

路や歩道を通行できるよう、自転

車通行空間の整備を推進してまい

ります。 

2 ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

5 

市営バスと西鉄バス北九州の立ち位置を

はっきりさせるべき。去年 3 月に、「学研

都市ひびきの」に、西鉄バス北九州の路線

が乗り入れているが、いかがなものか。 

市営バスは赤字だとメディアで取り上げ

ているにもかかわらず、西鉄バス北九州が

新規路線で市営バスのエリアに乗り入れを

許している市の考えが全く分からない。 

棲み分けをはっきりさせるべきなのでは

ないだろうか。 

計画（案）P63「バス交通の相

互連携による輸送の効率化の検

討」に記載のとおり、利便性の高

いバス交通の実現に向けて、西鉄

バスと市営バスの事業者間が相互

に連携して、輸送の効率化に向け

た検討を進めてまいります。 

また、共通定期券やＩＣカード

による乗り継ぎ割引サービスなど

の検討も進めてまいります。 

2 ③ 

6 

北九州市には『市営バス』事業があるの

で、外郭団体をつくって『北九州バスサー

ビス』とかを設立して運営してはどうか。 

税金から捻出している補助金を民間に渡

すのではなく、市営バス事業に赤字補填を

してはどうか。『民より官』の方がよいの

かもしれない局面に来ている。 

持続可能なバスネットワークの

構築のため、いただいたご意見に

ついては、今後の取組みの参考に

させていただきます。 

2 ③ 

7 
北九州空港へのアクセスに、地下鉄や電

車の新規導入や、北九州市営地下鉄を導入

してはどうか 

計画（案）P65 に記載の、空港

アクセス鉄道や東九州新幹線等の

必要性などについては、引き続き

調査・検討を行ってまいります。 

2 ① 

8 
東九州新幹線を整備し、北九州空港への

アクセス向上と大分方面からの北九州空港

利用率を上げるべき。 

2 ① 

9 

計画が具体的でなく、よくわからない。

利便性が向上されない限り、マイカー利用

は減らない。脱マイカー利用を推進するな

らば定刻で運行される便利な乗り物を増や

し、乗り降り出来る場所を増やすべき。 

よって、モノレールを拡充させる方法が

1 番良いと思う。はやい、便利、安いが揃

わないと、誰も公共交通機関を使おうとは

思わない。このままでは、不便な街だから

と言う理由で北九州市の人口は減少する。 

私も、私の周りの人も北九州に住む必要

がなくなったら福岡市や他の街に住むと言

う人が多い。なぜなら、老後に自立して生

活するには、北九州では車に頼らないと生

活が出来ないから。早く取りかからない

と、手遅れになる。北九州空港へのモノレ

ール延長も。不便すぎて、市民でも福岡空

港利用している現状。 

公共交通ネットワークの強化・

充実を図ることで、公共交通の利

便性を向上していきたいと考えて

おります。 

空港アクセスについては、計画

（案）P65 に記載のとおり、引き

続き調査・検討を行ってまいりま

す。 

空港アクセスのためのモノレー

ル延伸など、いただいたご意見に

ついては、今後の取組みの参考に

させていただきます。 

2 ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

10 

P59 の「公共交通幹線軸周辺の交通利便

性の高いエリアに居住している人口割合」

とは、具体的にどのように算出するのか、

説明した方がよいと思う。また、「公共交

通人口カバー率」との違いは何か。 

「公共交通の利便性の高いエリ

アに居住している人口割合」につ

いては、国土交通省のマニュアル

により算出しております。 

いただいたご意見を踏まえ、計

画（案）P59 の KPI（重要業績指

標）の下に「国土交通省のマニュ

アルより算出」と明記します。  

また計画（案）P90 に定義して

いる「公共交通人口カバー率」に

対して、この指標は、エリアを幹

線軸周辺に限定して算出している

点で異なります。 

３ ② 

11 

西鉄バス北九州・行先番号 60 番系統

「大里・奥田線」と行先番号 12 番系統

「今町・若園線」の一部を、小型車両（ポ

ンチョ）での運用に切り替えてはどうか。 

利用者が少ないバス路線などに

ついては、輸送の効率化のため、

小型バスの運行により路線の維

持・確保に取り組んでおり、ニー

ズや地域の実情に応じた公共交通

ネットワークの整備を推進してま

いります。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます 

２ ③ 

12 

バス車内の JR 九州運行情報（バス車内

の運賃モニターの右画面）について、

「普」を「普通」のように見直して、

「○○方面」の下の「行先」を「種別」と

「行先」に分けて、種別に（「例：普通」）

とのせて欲しい。 

２ ③ 

13 
西鉄バス北九州・徳力～東谷線を、JR 九

州石原町駅に乗り入れてほしい。 ２ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（２）公共交通の利便性の向上について【全１２件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

14 

モノレール、電車、バス、タクシーが揃

っていても、夜遅くなると電車の本数が少

なくて不便。夜も便数を増やしてほしい。 

8 番と 9番のバスの便数を増やしてほし

い。 

便利で住みやすく、移住したくなる北九

州をつくってほしい。 
立地適正化計画と連携しなが

ら、ニーズや地域の実情に応じて

運行サービスの維持・充実を図っ

ていきたいと考えております。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

15 

全体として、市内の鉄道やバス路線で

は、コロナ禍以前から早朝や夜間・深夜帯

の減便が続いていて、特に路線バスの減便

は多い状況である。昼間は運行本数の多い

路線でも、夜間以降は不便な路線が多数見

受けられる。 

(通勤を含めて)外出して帰りが遅くなる

と、乗れる列車やバスが無いでは、利用者

は自家用車に流れ、公共交通の利用者は増

えない。その為、早朝・夜間帯の減便を防

ぐための施策も盛り込んで頂きたい。 

３ ③ 

16 

フィーダー化での配慮について、下曽根

駅で鉄道からバスへの乗り継ぎで感じたこ

とであるが、バスと電車相互で乗り継ぎす

る際に、乗り継ぎに配慮したと感じるもの

ではなかった。 

バスが来るまでの待合の屋根がバス停に

あるだけで季節柄とても寒く感じた。 

待合室をつくるとかそういう面での配慮

が必要なのではないだろうか。 

計画（案）P66「交通結節機能

の強化」や計画（案）P69「待合

環境の整備」に記載のとおり、交

通事業者と連携を図りながら、ニ

ーズや地域の実情に応じて、乗り

継ぎ利用者の多い交通拠点の利便

性向上や、待合環境の改善に取り

組んでまいります。 

２ ① 

17 

概要版 P8 の下曽根駅のＪＲと西鉄バス

乗り換え連携強化策としてのバスロケの設

置については、利用者目線で良い対策だと

思う。 

乗り継ぎでの待ち時間がわかることは、

心理的にも、安全面でも利用者として嬉し

い施策と思う。 

下曽根駅前の都市計画事業の推進につい

ては、地元説明を粘り強くされて、早期完

成されることを望む。 

今後も、交通事業者との連携に

より、交通結節機能の強化や待合

環境の整備を進めるなど、公共交

通の利便性向上に取り組んでまい

ります。 

１ ① 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

18 
小倉駅新幹線口大型バス駐車場を再整備

し、新幹線口の高速バス乗り場を、１カ所

に集約した方が分かりやすいと思う。 

計画（案）P67「駅前広場の整

備、機能強化」に記載のとおり、

交通拠点としての結節機能を高め

るため、主要な鉄道駅の駅前広場

において、バスの待機スペースの

確保などの改良に取り組んでおり

ます。 

この交通結節機能の強化によ

り、利便性の向上を図るととも

に、バスなどの運行の効率化を図

っていきたいと考えております。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

19 

小倉駅バスセンターを再整備して、バス

の折り返し場＆乗務員待機所を新設する

と、砂津や青葉車庫まで回送運行をしなく

て済むのと、効率性のある定時運行が出来

ると思う。 

現時点で無理な場合は、セントシティ北

九州（表側・証券会社付近）のタクシー乗

り場を、小倉駅小倉城口１階に統合して跡

地にバス乗り場を整備してはどうか。 

２ ③ 

20 
西鉄バス北九州・小倉駅前高速バス降車

場と小倉駅小倉城口３階ペデストリアンデ

ッキまで屋根を付けてほしい。 

計画（案）P66「交通結節機能

の強化」や計画（案）P69「待合

環境の整備」に記載のとおり、ニ

ーズや地域の実情に応じて、主要

な交通結節点において、快適に多

様な交通サービスを利用できる交

通拠点となるような整備を推進し

てまいります。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

 

２ ③ 

21 

小倉駅バスセンターにバス専用の信号機

を設けると、入庫車両と出庫車両がスムー

ズに出入り出来ると思う。バスの方（運転

席付近）に専用の受信端末を付ける。 

２ ③ 

22 

くきのはま（若松駅前）広場を再整備し

て、バスターミナル、を新設してはどう

か。バスの折り返し場や案内所（市営バ

ス）も設置。交通局 NC 若松商連案内所

は、こちらへ移転。方面別に、乗り場を振

り分ける。交通局バスツアーも、こちらへ

移設。（乗降場所）。今までなかった路線バ

スの戸畑・小倉方面の系統も乗り入れるよ

うにする。待合所＆バスロケモニターも新

設する。 

２ ③ 

23 
門司港駅前のバス乗り場とタクシープー

ルを再整備してはどうか。 ２ ③ 

24 
小森江駅前交差点付近に、片一方だけで

もいいので、バス停留所を作ってほしい。 ２ ③ 

25 
JR 九州・志井駅、JR 九州・呼野駅に、

便所あるいは、簡易便所の新設をお願いし

たい。 

２ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（３）公共交通の利用促進について【全１３件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

26 

駐車場問題や、自家用車の都心流入につ

いて、コロナ禍前は、リバーウォークや西

日本総合展示場でイベントがあるたびに周

辺駐車場の絡みで渋滞が起きて、バスが遅

れ、渋滞で市民生活に影響が出ていた。 

福岡市の『フリンジパーキング』施策や

山口市でしている『パークアンドライド』

は北九州市ではできないのだろうか。モノ

レールの企救丘駅でしてはいるが、日払い

のコインパーキングなどがあればよいと思

う。それをしたら駐車代とか、移動費が割

引になる制度だとなお良いと思う。 

計画（案）P71「パーク＆ライ

ド、サイクル＆ライドの推進」に

記載のとおり、街なかでの駐車場

所確保や交通渋滞の解消に向けた

取組みのため、通勤やイベント時

の対策として、パーク＆ライドな

どを推進してまいります。フリン

ジパーキングの施策や、既存施設

を利用したパーク＆ライドの取組

み、歩道のスペースを活用した  

サイクル＆ライドなどのご意見に

ついては、関係者と共有し、今後

の取組みの参考にさせていただき

ます。 

２ ① 

27 

パーク＆ライドの拡充として、既存施設

を利用したパーク＆ライドを推進する 

・下曽根駅…サニーサイドモール駐車場 

 ※先行事例の木の葉モール橋本を参照 

・競馬場前駅…小倉競馬場第三駐車場 

 ※平日のみの利用とし、競馬場利用に

影響を与えないよう運用 

２ ① 

28 
利用者の多いバス停付近の歩道上に時間

貸し駐輪施設を設置し、自転車＋バスの利

用を促す。 

２ ① 

29 

P72 の「北九州版 MaaS」としてチケット

レス、デジタル化を推進する取り組みは良

いと思う。しかし、既に行われている「デ

ジタルチケット」に関し、西鉄バスを含め

民間は My route に統一されているが、市

営バスは別のアプリを採択しており、統一

がとれていない。市営バス含め My route

に参画し、市内の公共交通機関が１つのア

プリ、サービスで使えるよう、利用者の利

便性を考慮した計画を推進してほしい。 

計画（案）P72「MaaS の推進」

に記載のとおり、新たなモビリテ

ィサービスである MaaS の活用に

より、公共交通の利用促進を図る

とともに、地域の活性化に取り組

んでいきます。 

また、計画（案）P73「割引サ

ービスの導入」に記載のとおり、

公共交通の利用促進のため、交通

事業者が連携した割引サービスの

導入などにも取り組んでいきたい

と考えております。 

利用しやすいサービスの提供の

ため、いただいたアプリの統一な

どのご意見については、交通事業

者と共有し、今後の取組みの参考

にさせていただきます。 

２ ① 

30 

Maas について、市バスと西鉄バス北九州

で使用するアプリが違うのは『Maas』とい

えるのだろうか。単なる客の取り囲みのた

めの『Maas』ではないのか。統一して、シ

ームレスな移動を目指すべきだし、モノレ

ールや JR との連携も忘れてはならない。 

２ ① 

8



 

【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

31 

公共交通を「観光資源化」する施策を追

加してはどうか。北九州市の公共交通は極

めて多種多様で、全国的に見てもユニーク

で楽しい。スターフライヤーで海上空港に

着陸、バス、モノレール、JR と乗り継ぎ、

若戸渡船、タクシー、皿倉山ケーブルカ

ー、筑豊鉄道、連結バス、新幹線と乗り継

ぎするだけでも楽しめる。鉄道そのものを

楽しむ｢ななつ星｣があるように、今や公共

交通機関そのものが｢観光地｣となってい

る。市外からの移住者である私が、関門や

若戸の渡船でリフレッシュしているよう

に、市内外の多くの方々に、北九州の公共

交通網を｢ユニークな観光資源｣として感じ

て欲しい。結果的に、交通体系の維持や改

善につながると考える。 

いただいたご意見を参考に、観

光施策と公共交通の連携につい

て、計画（案）P72「MaaS の推

進」の施策内容に追加記載いたし

ます。 

また、ご意見の公共交通そのも

のを「観光資源化」することにつ

いては、交通事業者と共有し、今

後の取組みの参考にさせていただ

きます。 

３ ② 

32 

P73 西鉄バス本体(福岡市方面)で既に

提供されている昼間帯・若者向け割引サー

ビス(ひるパス、エコルカードなど)が北九

州市側では提供されていないことが多い。 

市民が幅広く便利に利用できるよう、他

の地域に準じた割引制度の改善を各事業者

に要請するとともに、制度に応じて創設を

支援する予算の編成を検討する旨の記述を

加えるべきだ。 

計画（案）P73「割引サービス

の導入」に記載のとおり、交通事

業者と連携しながら、公共交通の

利用促進につながるようなサービ

スの展開を推進してまいります。 

施策に対する支援については、

交通事業者と協議しながら検討し

てまいります。 

３ ③ 

33 

異なる交通機関での連携について大賛成

だが、共通割引定期券であるとか乗り継ぎ

ポイント、割引など、乗り継ぎした方がよ

いと思わせる施策をすべきなのではないだ

ろうか。 

下曽根のように 20 ポイントとかではな

く、福岡市が行っているような施策をすべ

きなのではないだろうか。 

なお、戸畑駅の定期券販売所の移転など

は良いと思う。 

計画（案）P73「割引サービス

の導入」に記載のとおり、交通事

業者と連携しながら、公共交通の

利用促進につながるようなサービ

スの導入を検討してまいります。 

乗り継ぎポイント拡充などの、

いただいたご意見については、交

通事業者と共有し、今後の取組み

の参考にさせていただきます。 

２ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

34 

佐賀市や熊本県でしていたように社会実

験として『バスワンコインデー』や『無料

デーの実施』を 1日だけとかしてみてはど

うだろうか。モノレールや市バス、西鉄だ

けでしてみて交通機関での移動の啓発など

で、コロナの感染拡大で減った客をレャー

移動などの需要を再発掘することもできる

だろう。 

佐賀市では土日ともに乗ってみたが、無

料なら一度乗ってみるなどで普段は乗らな

い方がたくさん利用されていたので一度だ

けでもやる価値はあるだろう。 

計画（案）P73「割引サービス

の導入」に記載のとおり、交通事

業者と連携しながら、公共交通の

利用促進につながるような、時間

帯別運賃や曜日別運賃などの割引

運賃サービスの導入について、検

討してまいります。 

ご意見でいただいた、ワンコイ

ン運賃や、１日乗車券などの利用

促進につながるサービスについて

は、交通事業者と共有し、今後の

取組みの参考にさせていただきま

す。 

２ ① 

35 
市営バス「駅から 100 円・駅まで 100

円」の存続。 ２ ③ 

36 
「北の九州」の市町村で使える１日乗車

券をお願いしたい。 ２ ③ 

37 

門司駅や門司港駅、小倉駅などを起点に

周回するループバスを新設し、回遊性やア

クセス向上を図ってはどうか。 

回遊性向上につながるループバ

ス等の導入による利用促進につい

ては、交通事業者と連携しなが

ら、ニーズや地域の実情に応じた

取組みを進めてまいりたいと考え

ております。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

38 

二島駅～かんぽの宿北九州への 2つある

系統を統合し、循環バスにしてはどうか。 

２ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（４）誰もが使いやすい公共交通の実現について【全１０件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

39 

P78 障害者等に配慮した物理的な障害

の改善計画には賛同するが、鉄道駅で、切

符・定期券販売窓口が時間短縮、廃止、駅

係員の配置を取り止めたことで、駅によっ

ては定期券・指定席券の購入やクレジット

カードの利用ができなくなるなど、市民が

切符・定期券の購入をする時に制約（バリ

ア）が生じている点にも目を向けるべき。 

駅係員不在時にも、センターから遠隔で

切符・定期券販売、案内業務に対応できる

「アシストマルス」(JR 九州での名称:「な

んでも私に聞いてください！どうぞ」)を

導入し、窓口営業時間短縮・廃止前の水準

で市民が不便なく利用できるよう事業者に

要請し、北九州市もこれらの設備導入を支

援する補助金制度を創設する旨記述を加え

るべき。 

高齢者、障害者等をはじめとし

た多様な利用者ニーズに応えるた

め、駅のエレベーター設置やユニ

バーサルデザインタクシーの導

入、子育て支援などのバリアフリ

ー化を推進しております。 

また、このバリアフリーの観点

から、窓口時間短縮や無人化され

た駅などについても、実情やニー

ズに応じたバリアフリー化の施策

を検討してまいります。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

３ ③ 

40 

小倉の街で貸し出しベビーカーがあると

助かる。店舗ごとの貸し出しベビーカーは

あるが、その度に乗り降りしていると起き

てしまうので、ベビーカーを持っていくた

めに、車で小倉に行っている。天神だと観

光案内センターで貸し出ししてくれたので

大変助かった。 

多様な利用者ニーズに応えるた

め、子育て支援のバリアフリー化

を推進しております。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

41 

P78、P83 「施策 20：バリアフリー化の

推進」「施策 25：災害対策の取り組み強

化」の施策に対する KPI が「周知啓発」で

よいのか、疑問に思う。例えばバリアフリ

ー化の推進であれば、ノンステップバスや

UD タクシーの導入台数、エレベーターの設

置数など具体的な数値指標を設定した方が

よいのではないかと思う。 

本計画素案は、学識者、市民、

企業、交通事業者、行政などで組

織する、「北九州市環境首都総合

交通戦略連絡会」において議論の

上、まとめております。 

この連絡会において、バリアフ

リー化の推進については、ハード

の整備は概ね整いつつあることを

勘案し、ソフト施策の取組みに対

する指標が必要とのご意見を頂い

たことを受けて、「周知啓発」を

取組みの指標とさせていただきま

した。 

３ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

42 

この度の素案には、環境保護の観点から

脱炭素を達成するための「次世代自動車の

普及」、「電気自動車（EV）等の多面的利

用」などが盛り込まれているが、電磁波過

敏症の市民でも利用できる公共交通機関の

「選択肢」を残すことが大切だと考える。 

古い車を次世代自動車に変えていく大き

な流れは理解できるが、車体すべてを EV

に置き換えるのではなく、一定数のガソリ

ン車を残し、定期運行していただきたい。 

誰もが使いやすい公共交通の実

現に向けて、多様な利用者ニーズ

に応えるため、いただいたご意見

については、今後の取組みの参考

にさせていただきます。 

２ ③ 

43 

北九州市内の JR 九州の駅で、貨物列車

や回送列車がホームを通過する際は、電光

掲示板での表示や自動放送による放送で旅

客に対して周知すると良いと思う。 

また、回送列車の発車時刻についても、

電光掲示板に表示すると良いと思う。博多

駅では実施していた。 

誰もが使いやすい公共交通の実

現に向けて、いただいたご意見に

ついては、交通事業者と共有し、

今後の取組みの参考にさせていた

だきます。 

２ ③ 

44 

おでかけ交通の平尾台地区のうち「平尾

台自然観察センター ⇔ 吹上峠」の間の運

賃を、値下げした方がいいと思う。（野焼

き＆冬花火の時にも臨時便） 

また、夏季の土曜日や日曜日、祝日のみ

２便程度、定期便以外に臨時便を設定し

て、「千仏鍾乳洞」方面などへ季節限定で

路線を延長してはどうか。 

計画（案）P79「おでかけ交通

の充実」に記載のとおり、一定の

人口が集積する公共交通空白地域

において、地域住民の交通手段を

確保するため、地域住民と交通事

業者、市が連携しておでかけ交通

の運行を行っています。 

持続可能な移動手段の確保のた

め、地域の実情に応じたおでかけ

交通の運行と、利用促進につなが

るサービスについて取組みを推進

してまいります。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

45 

おでかけ交通の合馬・道原地区を、三岳

梅林公園の梅の開花時期にあわせて、田

代・河内地区を河内藤園の藤の開花時期に

あわせて、土曜日や日曜日、祝日に臨時便

を運行してはどうか。これら臨時便の案内

チラシを、車内や主要な市の施設、小倉駅

観光案内所に配置する。 

２ ③ 

46 
おでかけ交通１日フリー共通乗車券（１

枚で）を新規に発売してはどうか。どこの

路線でも使用可で。 

２ ③ 

47 
西鉄バス北九州・中谷自動車営業所構内

をリニューアルした場合、おでかけ交通も

乗り入れて利便性を高めていただきたい。 

２ ③ 

48 
おでかけ交通に音声合成放送と降車ボタ

ンの設置をお願いしたい。 2 ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（５）公共交通を支える道路環境の充実について【全３件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

49 

バスレーンについて、連節バス導入で

『BRT』と言っているのに、バスレーンに

車が入っていても取り締まったりせず野放

しにしているのは危険なのではないだろう

か。 

警察や事業者と連携し取締や啓発、啓蒙

活動をすべきなのではないだろうか。 

計画（案）P79「バスレーンに

関する啓発活動」に記載のとお

り、路線バスの定時性・速達性を

高めるため、バス専用レーンやバ

ス優先レーンに関する啓発活動を

実施することとしています。 

また、バス専用レーンやバス優

先レーンの整備については、必要

性や利用実態に応じて、関係者と

検討してまいります。 

２ ① 

50 

バス専用道路を作ると、バスの定時運行

につながる。ぜひとも実現を。 

また、バス専用レーン（バス優先）を、

維持出来るような体制＆広報をお願いした

い。 

２ ③ 

51 

小森江駅駅前広場と駐輪場をきれいに整

備すると共に、関門鉄道トンネルの壕の説

明板（２箇所）の設置をお願いしたい。出

来れば駐車場そのものも整備して、今より

見違えるほどにしてほしい。 

ニーズや利用特性に応じた駐輪

施設の整備を推進してまいりま

す。 

いただいたご意見については、

今後の取組みの参考にさせていた

だきます。 

２ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（６）全体的な内容について【全１２件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

52 

徳力公団前を鉄道共生型タウンにする。 

徳力団地の建替え、高層化を UR に進め

てもらい、BONJONO のような鉄道共生型タ

ウンにすることで、若い世代を団地に取り

込み、モノレールで通勤・通学・買物に出

かけられる街を形成する。 

まちづくりと一体となった公共

交通のあり方については、重要な

視点であると考えております。 

いただいたご意見については、

交通事業者と共有し、今後の取組

みの参考にさせていただきます。 

２ ③ 

53 

P92 に「人口 10 万人あたりの公共交通利

用者は、約 3.8 万人を維持」と書かれてい

るが、もっと意欲的な数字に変えられない

か。政令指定都市の中で北九州市の車依存

度は高い為、現状維持では目標が低すぎる

と感じる。 

利用者数の計画目標値は、コロ

ナ禍前（R1 年度）の公共交通利用

者を基に算出したもので、新しい

生活様式が定着した今般の状況下

においても、R1 年度並みを目指し

たいと考えております。 

３ ③ 

54 

事業者と利用者の意見の乖離や、実施の

問題点や良点を洗い出す良い機会になるの

で、モニター制度を導入してはどうか。 

潜在需要の発掘や、意見を聞いた上での

施策への反映ができ、良き方向へと行くと

思う。 

いただいたご意見については、

今後の施策への反映などの取組み

の参考にさせていただきます。 

２ ③ 

55 

北九州空港の発展（滑走路の 3,000 m 化

＋24 時間運用）による北九州の産業・人

口・公共交通ネットワークへの影響があま

り検討されていない。これについて触れた

ほうがよいと思う。 

空港アクセスについては、計画

（案）P52 に示すネットワークの

幹線軸設定に加え、P65 の新規鉄

軌道路線の施策において、必要性

を検討することとしております。 

３ ③ 

56 

計画の実現を担保する予算について言及

されていない。何らかの形で触れた方がよ

いのではないか。あるいは、将来の予算の

言及が難しいのであれば、例えば第 4章

で、これまでの交通施策の取組みに投じた

費用について説明してはどうか。 

計画の実現を担保する予算や、

これまでの交通施策に投じた費用

については、個別具体的な費用の

算出が困難なため、記載しており

ません。 

３ ③ 

57 

P49 の「目指すべき交通体系」をイメー

ジしやすくするために、支線の機能につい

て、もう少し明確にしたほうが良いと思

う。 

例えば「日常生活において最低限必要な

移動手段」とは、どのような移動手段を意

味するのか、また、どのくらいのサービス

水準を想定しているのかについて、記述し

てほしい。 

目指すべき交通体系は、「主要

幹線軸」と「幹線軸」を基本とし

ており、それを補完する支線につ

いては、幹線軸上にある最寄りの

バス停や駅、生活交通拠点までの

路線を設定しています。 

水準については、地域の実情に

応じて多様なため、日常生活にお

いて最低限必要な移動手段の確保

という表現にとどめております。 

３ ③ 

14



 

【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

58 

P56 の「重点施策」を設定した意義は何

か、他の施策と取り扱いがどのように異な

るのか（例えば、予算配分が異なるのか、

進捗管理における扱いが異なるのか）、ど

の程度異なるのか、について記述するべき

だと思う。 

重点施策については、基本方針

ごとに整理した施策の中で、その

方針を分かりやすく表す代表的な

施策を示したもので、特に、他と

比べて予算や進捗の取り扱いが異

なるものではございません。 

３ ③ 

59 
P90 の※印注釈は「公共交通空白地域：

鉄道駅から 500 m 以上、かつバス停から 

300 m 以上の地域」の間違いではないか。 

ご指摘のとおり、「または」を

「かつ」に変更させていただきま

す。 

３ ② 

60 

P90 の「公共交通カバー圏域」の定義

は、「鉄道駅から 500 m 以内、または、バ

ス停から 300 m 以内」としているが、p.35

のパーソントリップ調査の結果を見ると、

駅までの徒歩アクセスは 500〜1,000 m、バ

ス停までの徒歩アクセスでは 300〜500 m

の利用も相当数あり、実態と合っていな

い。計画目標として実際の利用状況と異な

る距離を採用した理由や意図を説明した方

が良いのではないかと思う。 

「公共交通カバー圏域」の定義

中の具体的な数値は、国土交通省

の定義や他都市の事例を参考に定

めており、あくまでも駅やバス停

を便利に使うことができるエリア

の目安としているものです。 

今回のパーソントリップ調査で

得られたデータからも、概ね妥当

な範囲であると考えております。 

３ ③ 

61 

P93 のアンケート調査による「満足度」

を計画指標とすることに疑問がある。 

計画目標としては、人々の意識ではな

く、行動の結果（公共交通利用者数など）

を設定した方が良いのではないかと思う。 

本計画では、施策ごとに KPI を

定め、進捗管理や達成状況の評価

を行うこととしております。 

また、これとは別に、計画全体

のアウトカム指標として、公共交

通人口カバー率などの４つの計画

目標を定めております。 

公共交通人口カバー率や公共交

通利用者数に比べ、アンケート調

査は、信頼性が劣るとは思います

が、目安となるアウトカム指標の

１つとして計画目標としたいと考

えております。 

アンケートサンプル数について

は、調査方法も含めて検討してま

いりたいと思います。 

また運輸部門 CO2 排出削減率に

ついても、本計画が環境と連携し

た計画であることも踏まえ、影響

を受ける度合いは小さいですが、

毎年測定できるアウトカム指標の

１つとして設定しました。 

３ ③ 

62 

P93 の「市政モニターアンケート」はサ

ンプル数が少なく、「回答割合」の誤差が

大きくなるため、計画目標として不適切だ

と思う。満足度を計画目標にするなら対象

が 3,000 人など、規模が比較的大きな調査

でその結果を利用する方が良いと思う。 

３ ③ 

63 

P94 の「公共交通を支える道路環境の充

実」の計画目標として、CO2 排出削減率は

適切ではないと思う。確かに、道路整備を

進めることは、渋滞の解消による CO2 排出

削減につながるが、「公共交通の利用促進

やエコドライブの推進などを推し進めるた

め、道路環境の充実を図る」というのは、

無理があると思う。平均走行速度やバスの

定時性など、道路環境の充実によって、よ

り直接的に影響を受ける指標を、計画目標

とした方が良いのではないかと思う。 

３ ③ 
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【意見内容】 

１ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済み 

② 計画に追加・修正あり 

③ 計画に追加・修正なし 

④ その他 

 

（７）その他【全８件】 

No. 意見の概要 市の考え方 内容 
反映 

結果 

64 

淡島神社から門司港駅まで乗換えなしで

行けるバス路線の新設をお願いしたい。 

また、富野小学校前か神幸町から富野台

までのバス路線の新設をお願いしたい。 

路線の新設に関することや、乗

り換えの利便性向上に関すること

などを含め、いただいたご意見・

ご要望については、交通事業者と

共有し、今後の取組みの参考にさ

せていただきます。 

４ ④ 

65 
下到津から、又は、到津三叉路から春の

町や西本町、桃園方面への快速系統か特快

系統のバス路線の新設をお願いしたい。 

４ ④ 

66 
西鉄バス北九州・４５番系統「蒲生線」

を小倉駅新幹線口に乗り入れ、現在、浅野

二丁目バス停留は廃止すると良いと思う。 

４ ④ 

67 
北九州市総合観光案内所のモニター２台

でタッチタイプのバスロケのモニターとし

て使えるように整備していただきたい。 

４ ④ 

68 
西鉄バス北九州・小倉駅入口バス停留所

（上下線）に「小倉駅周辺バスのりば案内

マップ」の掲示をお願いしたい。 

４ ④ 

69 

JR 九州・小倉駅に在来線が到着する際の

車内における乗換え案内で、今後、JR 西日

本・小倉駅より発着する「新幹線」につい

ても、案内放送した方がいいと思う。同時

に駅構内でも自動放送していただきたい。 

同じく小倉駅や黒崎駅構内放送ならびに

車内放送で、「モノレール」や「筑豊電

鉄」の簡易的放送をすると良いと思う。 

４ ④ 

70 

門司港駅到着直前の車内放送及び、駅構

内における駅員による列車到着時の放送

で、「門司港レトロ観光トロッコ列車～潮

風号～」の簡易的な駅の場所のみの案内放

送をすると分かりやすいと思う。 

４ ④ 

71 

門司港レトロ観光トロッコ列車「潮風

号」を、九州鉄道記念館駅⇔関門海峡めか

り駅とは別に、関門海峡めかり駅⇔旧農林

水産省福岡食糧事務所門司倉庫跡地付近ま

で、ふるさと納税などを活用して再整備し

「観光トロッコ列車」とすると、門司港レ

トロ、和布刈、関門地区の、にぎわいの創

出につながると思う。旧倉庫自体も食堂や

マルシェ、交通博物館などとして再整備。 

４ ④ 

 

16



 

【追記・修正箇所】 

 

１） 北九州市地域公共交通計画 

   計画（案） p.59 抜粋 
 

 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 
 

 

２） 北九州市地域公共交通計画 

   計画（案） p.72 抜粋 
 

 

 

施策内容 

①北九州ＭａａＳの推進 

  新たなモビリティサービスであるＭａａＳの活用により、公共交通の利用促進を図るとともに、

地域の活性化に向け、交通事業が相互に連携して本市の地域特性に応じた「北九州版ＭａａＳ」の

実現に向けた取り組みを進めていきます。 

また、ＭａａＳの推進により、観光と移動のニーズを組み合わせたサービスの提供などの観光施 

策との連携にも取り組みます。 
 
 

 

 

３） 北九州市地域公共交通計画 

   計画（案） p.23、p.24、p.90 抜粋 

 

※公共交通空白地域：鉄道駅から 500m 以上、またはバス停から 300m 以上の地域 

                       ↓ 

※公共交通空白地域：鉄道駅から 500m 以上、かつバス停から 300m 以上の地域 

 

 

公共交通幹線軸周辺の交通利便性の 

高いエリアに居住している人口割合 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

７１．９％ ７２．０％ 

資料２ 

追記 

修正 

施策１：公共交通幹線軸の強化 

追記 
※国土交通省のマニュアルより算出 

施策１４：ＭａａＳの推進 
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